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本件による2026年３月期通期連結業績予想への影響については、引き続き精査中です。現

時点では、前回（2025年11月６日）公表した業績予想数値からの変更は行っておりません

が、今後重大な影響が見込まれると判断された場合には、速やかにお知らせいたします。

2025年12月３日に公表の「持分法適用会社における火災事故の発生及び当社グループへの影響に関

するお知らせ」に関し、現在の状況について下記の通りお知らせいたします。

記

１．

当社は、日本製鉄株式会社北日本製鉄所室蘭地区内において、日本製鉄㈱と共同で北海製

鉄株式会社（出資比率 日本製鉄㈱：80％、当社：20％）の高炉を運営しております。ま

た、当社グループの特殊鋼鋼材事業の国内生産拠点である三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱（以降、

MSR）では、北海製鉄㈱から供給される高炉溶銑を主原料に特殊鋼を生産しております。

2025年12月１日未明、北海製鉄㈱の高炉の付帯設備である熱風炉で破損・火災事故が発生

し、高炉の操業を停止しました。これにより高炉溶銑の供給が停止され、MSRの生産量に一

定の影響が生じています。

２．

MSRでは、現在も高炉溶銑の供給停止影響を受けているものの、室蘭地域および各ネット

ワークでの鉄源・素材供給能力等を活用した原料の代替調達により、特殊鋼の生産とお客様

への供給を続けています。

高炉溶銑の供給元である北海製鉄㈱の復旧状況につきましては、引き続き操業主体である

日本製鉄㈱とともに、原因の究明と復旧作業、並びにこれら追加費用の取扱いについて整理

を進めながら、本年３月末の操業再開を目指しております。

３．



＜ご参考＞

三菱製鋼室蘭特殊鋼株式会社 概要

(１) 名称 三菱製鋼室蘭特殊鋼株式会社

(２) 所在地 北海道室蘭市仲町12

(３) 設立 1994年

(４) 代表者 代表取締役社長　柴田　淳也

(５) 事業内容 特殊鋼鋼材の製造・販売など

(６) 出資比率 当社：70%、日本製鉄㈱：30％

北海製鉄株式会社 概要

(１) 名称 北海製鉄株式会社

(２) 所在地 北海道室蘭市仲町12

(３) 設立 1994年

(４) 代表者 代表取締役社長　岩見　恭司

以　　上

(５) 事業内容 銑鉄の製造・販売など

(６) 出資比率 日本製鉄㈱：80％、当社：20％


